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平成２４年度北海道シニア吹奏楽団総会議事録 
○日 時  平成２４年４月１５日（日）１５：００～１７：００ 
○場 所  中村屋旅館 
○審議模様 事務局より提案の６議案について審議を行い、議論の結果付記を付け原案通り承認さ 
    れました。 

      以下、中村副団長挨拶他の議案審議以外の状況について議事録を整理しました。 
 
○中村副団長挨拶要旨 
 ・ 平成２３年度は定期演奏会、シルバーハイツの演奏、ライオンズクラブ演奏とそれぞれ成果

があった。皆さんのご協力の賜物であり団を代表してお礼を申し上げる。 
 ・ ２４年度について審議いただくが課題がいくつかあります。一つ目は、練習場についてだが、

広さ、楽器庫がある等環境的に恵まれているが音響、使用時間の制限、冬期間の暖房等難点が

あり検討している。団員の皆さんのご意見をいただいて今後の解決に向けてやっていく。 
・ 二つ目は、当団は演奏技術を第一とはしていないが演奏団体であるからには演奏技術の向上

は避けて通れない課題です。最近は皆さんのご努力により初見、試奏を沢山実施しているがア

バウトながらそれらしく演奏でき、初見の能力が非常に高くなった。北部方面音楽隊での技術

研修を行い、短い研修ではあったが、格段に音色、奏法が向上された方がおられる。ちょっと

したきっかけで技術の向上、壁を乗り越える事が出来、これは年齢に関係ない。今年も計画す

るのでぜひ参加して欲しい。 
・ 三つ目は来年はいよいよ２０周年ということを控えている。既に準備委員会が出来て検討を

進めているが来年は節目であり良い記念事業ができるよう今から準備をすすめていきたい。 
・ その他これから提案がある育児サービスについてもそれぞれ良い方法で団が皆さんとともに

伸びていくよう努力をしたい。 
・ 最後にシニア吹奏楽団の設立趣旨の中に音楽は一生の友であるという事がかいてあり、これ

は誠にその通りだと思っており、私もやっている訳であるが皆さんと共にこれからシニア吹奏

楽団が良い音楽作り、良い仲間作りで発展していければと念願しております。 
 
○資格審査 
 出席者２９名（開催時）最終３０名 委任状１５通・・・・・総会出席者の承認により総会成立 
 
○議長選出 
 事務局より、吉田さんを推薦・・・・・・・・出席者の拍手により吉田さんを議長に選出 
 
○議長挨拶要旨 
 皆さんのご協力をいただきながらスムーズに進行させたい。 
  
○ 第１号、第２号関連質疑 
事務局より事前配布資料に基づき説明 

  （監査報告について、山田監事、石井監事が所要により欠席の為長土居理事より代理報告） 
・・・・・・・第１号、第２号議案、監査報告ともに拍手で承認 

 
○ 第３号議案関連  
事務局より案に基づき説明。下記事項について関連部門より個別説明。 
・第１９回定期演奏会実施方針要旨（勘米良実行委員長） 
・実施日平成２４年１０月１４日（日）１３時から。 
・前日リハーサルについては場所、時間等について検討中  
・第１部クラッシク・ステージ、第２部市立白樺台小学校（吹奏楽）と共演、詳細は未

定、ブラス・アンサンブルについても未定、３部はポップス・ステージ、 
・お楽しみクイズは楽器当てとする（ホルン、トロンボーン、クラリネット、サックス） 

     ・その他 
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 ・第２０回定期演奏会、記念事業準備委員会検討状況（阿部薫さん） 
   ・演奏会 平成２５年１０月２０日（日）かでる２・７ 
    祝賀会       〃       ＫＫＲホテル札幌 
        １５周年記念と同様団員主体の祝賀会、創立関係者、有志、功労者数名を招待 
    組織  最高顧問：林団長  顧問：中村先生 
        実行委員 委員長：山田光国 祝賀会：石田由紀 演奏会：阿部薫 
             会計１名（クラパート） 

・実行委員 クラパート＋団員数名（５月下旬までに決定）６月から活動開始 
  
・３その他（１）練習環境の改善について（事務局） 

   ・楽器保管が可能である事を必須条件として練習場移転も含めて検討を進める。 
 
・３その他（３）育児サービスについて（石田理事） 

   ・別紙により育児サービスの実施計画（案）を提案。 
    
○第４号議案 
 事務局より下記項目について補足説明。 
 ・新練習移転を見込み練習会場費及び運送費を計上  ・臨時練習会場費及び楽器運送代を計上 
 ・事務局経費を新設  ・育児サービスが承認されれば予備費から支出 
 
   ・・・育児サービスの実施及び団による経費の１／２をＨ２４年度は予備費から支出で承認。 
     その他３号議案、４号議案については質疑無く拍手承認 
 
○第５号議案・・・・・質疑無し拍手承認 
 
○第６号議案 
 ・第１項「定員における休団者の扱い」及び第２項「長期休団期間の設定」について   
   定員の決め方、定員数、休団者の位置付け等活発な意見が出され、中村副団長より「定員の

決定当時は理想的な編成として考えたが、現在のような団員数は想定していなかった。しかし、

この定員数は今でも理想的な編成と考えており、休団者が戻ってきたとき空きが無い等の場合

は個別に対応する」と説明があり、原案通りとし問題が出たら役員会で検討し報告するという

事で拍手承認。 
 ・第３項「夫婦割引団費の新設」 
   ・・・・・・質疑無し、拍手承認 
 ・第４項「ビジター料金の新設」 
   疑問のある施策であり、実施の場合の料金を貰う／貰わないの線引きを明確にするべきとい

う意見が有り議論の結果、ビジター料金をいただかないケースは、見学者及びエキストラをお

願いした場合とし、疑義が生じる場合は役員会で団員の納得する方向で検討するという事で原

案を拍手承認。 
 ・第５項「入団期間の見直し」 

・・・・・質疑無し、承認 
 
○ その他について 
・ 第１８回定演において楽譜持ち去りの事故に関する謝罪がありました。 

 ・ 過去２回の定演において靴の取替え事件があり、第１９回定演においてはその対策をとるよ

う要請がありました。 
 
以上の論議を経て平成２４年度総会を終了しました。 

 
                                （記録：事務局 柿岡） 


